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○令和３年度熊本市一般会計補正予算
総額 23億2,624万円 （減額補正予算含む）

○熊本市附属機関設置条例の一部改正について

●新型コロナウイルスワクチン接種経費・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13億6,344万円
●営業時間短縮要請に伴う事業者支援経費・・・・・・・・・・・・・・・ 3億９,375万円
●新型コロナウイルス感染症対策経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3億6,000万円
●市税還付金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2億2,000万円　

●千葉城地区保存活用関係経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16億8,064万円
●地域商業機能複合化推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,000万円

●…衛生費  　 ●…商工費  　●…総務費  　●…教育費

主な議案の概要

　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３８条の４第３項の規定に基づく
附属機関を設置するため。
＜改正内容＞
市長の附属機関の新設
　(1) 附属機関名:熊本市移動等円滑化推進協議会
　(2) 設置目的:高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律
　　　（平成１８年法律第９１号）第２４条の２第１項に規定する移動等円滑化
　　　促進方針及び同法第２５条第１項に規定する基本構想の作成及び実
　　　施に関し必要な事項を協議する。
＜施行日＞
公布の日

○熊本市現代美術館条例の一部改正について
　現代美術館の駐車場に係る駐車料金を改定する等のため。
＜改正内容＞
１　現代美術館の駐車場に係る駐車料金の改定
　(1) １時間以内 ３００円 → ２００円
　(2) １時間を超え３０分までごとに １５０円 → １００円
２　現代美術館の駐車場に係る駐車料金のうち全日定期駐車券（月極）に
　関する規定の削除
＜施行日＞
令和３年（２０２１年）１１月１日

○熊本市環境基本条例の一部改正について
　新たな環境課題に係る市の施策を追加する等のため。
＜改正内容＞
１　前文の見直し
　近年の環境問題の深刻化を踏まえ、条例の理念を時代に即したものに見
　直すこととした。
２　市の施策の追加
　良好な環境の確保に関する施策に関し必要な措置を講ずる事項として、
　次に掲げるものを追加
　(1) 生物多様性の保全等の自然共生社会の構築に関すること。
　(2) 廃棄物の発生の抑制等による環境への負荷の少ない循環型社会の
　    構築に関すること。
　(3) 地球温暖化の防止等の地球環境の保全に関すること。
３　環境影響評価の推進に関する規定の追加
　環境に影響を及ぼすおそれのある事業を行おうとする事業者が、あらか
　じめ環境への影響について自ら適正に評価等を行い、その結果に基づい
　て環境の保全について適正な配慮を行うことができるように、必要な措
　置を講じなければならないこととした。
４　環境教育の推進等に関する規定の追加
　市、市民及び事業者は、それぞれの立場において環境教育を推進すると
　ともに、良好な環境の確保に関する知識の習得及び良好な環境の確保に
　関する活動を担う人材の育成に努めなければならないこととした。
５　国等との連携及び国際協力に関する規定の追加
　(1) 広域的な解決を必要とする環境課題については、国等と連携及び協
　　  力を行い、解決するよう努めることとした。
　(2) 国等、市民及び事業者と連携して、地球環境の保全に関する国際協力 
　　　の推進に努めなければならないこととした。
６　その他規定の整備
＜施行日＞
令和３年（２０２１年）１０月１日

＜新型コロナウイルス関連分の主な内容＞

＜通常分の主な内容＞

くまもと市議会だより ● 令和3年（2021年）12月 第40号 3

おしえて
 ひごまる

米国FDA・CDC（※１） ・・・・・・・・・・・・・・・ FDA（アメリカ食品医薬品局）はアメリカ合衆国保健福祉省配下の政府機関。CDC（アメリカ疾病予防管理
センター）は保健福祉省所管の感染症対策の総合研究所。

「包含性、すべてを含む」という意味で、障がいのある子どもが排除されず、障がいがない子どもたちと共に
活動できるような状態を表す意味で使われる。

インクルーシブ（※2） ・・・・・・・・・・・・・・・

駅やバスターミナル等の旅客施設を中心とした地区や、高齢の方や、障害のある方等が利用する施設が集まっ
た地区において、新たに移動等円滑化促進地区を設定し、面的・一体的なバリアフリー化の方針を示すもの。

バリアフリーマスタープラン（※４） ・・・

ふれあい収集（※３） ・・・・・・・・・・・・・・・・・ごみをごみステーションまで出すことが困難な世帯を対象に、ごみを玄関先まで収集に伺う制度。

一般質問 第3回定例会の主な質問内容は次のとおりです。
なお質問の詳細は、熊本市議会ホームページの会議録等をご覧ください。

井本　正広議員

公
明
党

自宅療養者への食料・生活必需品・衛生品の買
い物・薬の受け取りやゴミ出しなど、市民に寄り
添うチームの設置を。

食料品などの配布に加え、現在、処方薬の対応
を検討している。買い物などの支援チームの設
置については、他都市事例を研究していく。

「内密出産制度」導入に向け、法整備について国へ
要請するとともに、議員立法を要請してはどうか。

内密出産制度などの法整備の検討を引き続き国
に要望するとともに、議員立法も含め、国民的な議
論となるよう最大限の努力をしたい。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

緊急時生活支援チームの設置はできないか 「こうのとりのゆりかご」について

吉村　健治議員

市
民
連
合

本市の体制の現状と今後の取り組み
は。教職員や生徒などに対し、正しく認
識してもらう啓発の必要性は。

各学校に実態調査を行い、認知度向上と早期発
見及び支援に取り組み、早期対応が可能となる
よう、教職員などに正しい認識の周知を図る。

防衛省が計画している新基地の埋め立てに、戦没
者の遺骨を含む土砂を使用することについての市
長の見解を。

埋め立て土砂の調達手段などについては、国にお
いて適切に判断されるものと考えている。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

ヤングケアラー問題への取り組みと正しい認識を 沖縄県辺野古新基地埋め立て問題

落水　清弘議員

熊
本
自
民

コロナ死亡0名の子ども達へは、米国FDA・
CDC（※1）において正式承認がされていないワ
クチンの接種は、『一時中止』をしてください！！

予防接種法に基づき接種しており、その対象年
齢について、本市で決定する性格のものでは
ない。

本県・本市の道路網で最優先と考えられる有明海
沿岸連絡道路の早期着工と、中九州道路との連携
について。

当路線は有明海沿岸地域と熊本都市圏を結ぶ構
想で大きな効果が期待される。今後は国県と連携
し具体化に向け検討していく。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

子どもへのコロナワクチン接種は、一時中止を！ 有明海沿岸連絡道路と新道路ネットワークについて

田上　辰也議員

市
民
連
合

誰もが理不尽な犯罪に遭う可能性がある。犯
罪被害者に寄り添った支援を行うためにも条
例を制定すべき。

支援ニーズなど関係者の意見も伺いながら、
他都市の例も参考にしつつ、条例制定を含
め、効果的な施策や体制などを検討していく。

ごみステーションの管理運営が町内自治会の
負担になっている。高齢者が遠くまで運ぶのも
困難なため改善を。

今後も引き続き、負担軽減策について検討し
ていく。また、「ふれあい収集（※３）」の積極的な
周知を行い、さらなる利用の拡大に努める。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

犯罪被害者への充実した支援に条例の制定を 超高齢社会におけるごみステーションの改善を

村上　　博議員

市
民
連
合

微量の化学物質でも体調不良になるなど、生
活が困難な患者への行政支援はほぼない。
今後の具体的な支援策を。

発症メカニズムが未解明のため国の研究が進
むよう要望するとともに患者に寄り添った相談
対応や市民への広報・啓発を行っていく。

本市独自のマスタープラン策定に、当
事者を最初から参加させることが効果
的。早い段階から参画の検討を。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

化学物質過敏症患者への支援策について バリアフリーマスタープラン（※４）策定について

藤山　英美議員

熊
本
自
民

教職員の働き方改革にどのように繋げていく
のか。また、学校間で共同利用を行う場合の
効果の考え方は。

教職員のプール管理等の業務が削減できる。
共同利用は、管理費用の削減やインストラク
ター配置による指導力向上などの効果がある。

交通局の経営形態の見直しに、市電の延伸や市
街地の公共交通全般に関するグランドデザイン
の全市的な議論を。

公共交通全体を見据え、市議会や熊本市公共交
通協議会を中心に幅広く議論しながら公共交通
の推進に取り組む。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

学校プールの統廃合による今後の取り組みは 持続可能な市電経営について

日隈　　忍議員

自
民
党

働く世代のがんで亡くなる方は年間約
300人近い。市民と行政が一体となった
がん対策推進条例の制定を。

市民の健康意識が高まり、がん検診の受診
率向上や健康寿命の延伸につながることが考え
られるため、条例の制定について研究する。

河川敷道路は安全確保を最優先と考えるが今後
の使用方針は。保田窪放水路の通水確保を含む維
持管理計画は。

車両の通行制限緩和については慎重な判断が必
要。維持管理では河川巡視などにより堆積土砂な
どを撤去し浸水被害の防止･軽減に努める。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

40歳～65歳の働く世代のがん対策 藻器堀川と保田窪放水路の管理体制について

那須　　円議員

共
産
党

陽性者の6割が自宅療養です。医療体制強化や宿泊
療養施設の拡充を行い、24時間の見守りを。

自宅療養となった方や家族に、具体的な感染対
策を助言するなど家庭内感染の防止に努めて
おり、今後も適切な対応を行っていく。

畳替え、給湯器の取り換えなど、遅れている計画修
繕の予算拡充を。空き家の修繕を進め、若い世帯
の入居促進を。

長寿命化計画の見直しと予算増額を行い、早期解
消に努めている。若年層の入居促進を図る取り組
みを本年１０月から実施する。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

新型コロナの自宅療養者の解消を 住みよい市営住宅へ住環境の改善を

高瀬千鶴子議員

公
明
党

熊本市における医療的ケア児等コーディネー
ターの配置に向けた取り組みの現状は。

本市が委託する9ヶ所の相談支援センター全
てにコーディネーターを配置するよう研修な
どを実施し、人材の育成に取り組んでいる。

障がいがある子もない子も、みんなが一緒に
遊べる公園の整備が必要と考えるが、市長の
考えは。

知識の普及・意識啓発を目的としたイベント開
催や先行事例を踏まえてインクルーシブの実
現に向けた公園整備のあり方を検討する。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

医療的ケア児への取り組みについて インクルーシブ（※2）公園の必要性について

福永　洋一議員

市
民
連
合

災害時に住民がどこに避難し、どのような支
援が必要かなどのニーズ把握と分散避難の
支援体制の整備が必要。

避難者のニーズ把握などは、地域と行政が一
体となって取り組む必要があるため、地域との
連携をさらに深めながら体制整備に努める。

コロナ対策により職員の時間外勤務が増大し厳し
い状況。実態を把握し健康管理や業務のあり方な
どの見直しが必要。

業務執行体制の見直しや効率化、人員体制強化
などを通じた時間外勤務の抑制と、産業医面接に
よる心身のケアに取り組んでいく。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

災害時の地域住民の支援体制について 職員の超過勤務の実態把握と健康管理等

荒川慎太郎議員

自
民
党

オリンピックで素晴らしい成績を収めたスケート
ボードなどローラースポーツができる場所の整
備が必要では。

市民の誰もがローラースポーツができる場所は
必要と考えており、関係団体と意見交換を行いな
がら施設確保について検討していく。

城域の保存活用の現状は保存に偏っている。真
の意味での保存と活用の両立を推進していく必
要があるのでは。

熊本城保存活用計画に基づき、遺構の保存に努
めながら、来場者も楽しめるよう、バランスの良
い保存と活用に取り組んでいく。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

ローラースポーツができる施設整備の必要性 保存に偏った熊本城にバランスよい活用を

※新型コロナウイルス感染症への取り組みとして、壇上にアクリル板を設置するとともに、マスク着用の上、質問を行いました。

策定過程の早い段階から、障がいのある方をはじ
め、高齢者や子育て世帯の関係者などにも参画
いただき、広く市民の皆さまのご意見を伺う。


